
使 1:3 イエスは苦しみを受けた後、四十日の間、彼らに現
れて、神の国のことを語り、数多くの確かな証拠をもって、ご
自分が生きていることを使徒たちに示された。 
 1:4 彼らといっしょにいるとき、イエスは彼らにこう命じられ
た。「エルサレムを離れないで、わたしから聞いた父の約束
を待ちなさい。 
 1:5 ヨハネは水でバプテスマを授けたが、もう間もなく、あ
なたがたは聖霊のバプテスマを受けるからです。」 
 1:6 そこで、彼らは、いっしょに集まったとき、イエスにこう
尋ねた。「主よ。今こそ、イスラエルのために国を再興してく
ださるのですか。」 
 1:7 イエスは言われた。「いつとか、どんなときとかいうこと
は、あなたがたは知らなくてもよいのです。それは、父がご
自分の権威をもってお定めになっています。 
 1:8 しかし、聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、あなた
がたは力を受けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリ
ヤの全土、および地の果てにまで、わたしの証人となりま
す。」 
 1:9 こう言ってから、イエスは彼らが見ている間に上げら
れ、雲に包まれて、見えなくなられた。 
 1:10 イエスが上って行かれるとき、弟子たちは天を見つ
めていた。すると、見よ、白い衣を着た人がふたり、彼らの
そばに立っていた。 
 1:11 そして、こう言った。「ガリラヤの人たち。なぜ天を見
上げて立っているのですか。あなたがたを離れて天に上げ
られたこのイエスは、天に上って行かれるのをあなたがたが
見たときと同じ有様で、またおいでになります。」 
 1:12 そこで、彼らはオリーブという山からエルサレムに帰
った。この山はエルサレムの近くにあって、安息日の道のり
ほどの距離であった。 
 1:13 彼らは町に入ると、泊まっている屋上の間に上がっ
た。この人々は、ペテロとヨハネとヤコブとアンデレ、ピリポと
トマス、バルトロマイとマタイ、アルパヨの子ヤコブと熱心党
員シモンとヤコブの子ユダであった。 
 1:14 この人たちは、婦人たちやイエスの母マリヤ、および
イエスの兄弟たちとともに、みな心を合わせ、祈りに専念し
ていた。 
 
 
 
 

Act1:3 to whom He also presented Himself alive 
after His suffering by many infallible proofs, being 
seen by them during forty days and speaking of the 
things pertaining to the kingdom of God.  1:4 And 
being assembled together with them, He 
commanded them not to depart from Jerusalem, 
but to wait for the Promise of the Father, "which," 
He said, "you have heard from Me;  1:5 "for John 
truly baptized with water, but you shall be baptized 
with the Holy Spirit not many days from now." 
 1:6 Therefore, when they had come together, they 
asked Him, saying, "Lord, will You at this time 
restore the kingdom to Israel?" 1:7 And He said to 
them, "It is not for you to know times or seasons 
which the Father has put in His own authority. 
 1:8 "But you shall receive power when the Holy 
Spirit has come upon you; and you shall be 
witnesses to Me in Jerusalem, and in all Judea and 
Samaria, and to the end of the earth." 
 1:9 Now when He had spoken these things, while 
they watched, He was taken up, and a cloud 
received Him out of their sight. 1:10 And while they 
looked steadfastly toward heaven as He went up, 
behold, two men stood by them in white apparel, 
 1:11 who also said, "Men of Galilee, why do you 
stand gazing up into heaven? This same Jesus, who 
was taken up from you into heaven, will so come in 
like manner as you saw Him go into heaven."  
1:12 Then they returned to Jerusalem from the 
mount called Olivet, which is near Jerusalem, a 
Sabbath day's journey. 
 1:13 And when they had entered, they went up 
into the upper room where they were staying: 
Peter, James, John, and Andrew; Philip and 
Thomas; Bartholomew and Matthew; James the 
son of Alphaeus and Simon the Zealot; and Judas 
the son of James. 
 1:14 These all continued with one accord in prayer 
and supplication, with the women and Mary the 
mother of Jesus, and with His brothers. 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成  

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉

仕という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立さ

れなければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
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 「弟たちも救われ祈りに専念した。」使徒 1 章 3～14 節  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

  

 

 
 

  

 

  

先
週
、
「
イ
エ
ス
の
兄
弟
た
ち
は
イ
エ
ス
に
向
か
っ
て
言
っ
た
。
『…

、
自
分
か
ら

公
の
場
に
出
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
隠
れ
た
所
で
事
を
行
う
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

な
た
が
こ
れ
ら
の
事
を
行
う
の
な
ら
、
自
分
を
世
に
現
し
な
さ
い
。
』
兄
弟
た
ち
も
イ

エ
ス
を
信
じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
ヨ
ハ
ネ
７
・3-5

）
と
語
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
復
活
後
の
記
述
で
は
、
母
マ
リ
ヤ
と
一
緒
に
「
イ
エ
ス
の
兄
弟
た
ち
と
共

に
、
み
な
心
を
合
わ
せ
、
祈
り
に
専
念
し
て
い
た
。
」
（1

4

）
と
あ
り
、
そ
の
後
、
回

心
し
て
忠
実
な
信
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

弟
ヤ
コ
ブ
は
、
そ
の
後
エ
ル
サ
レ
ム
教
会
の
初
代
監
督
と
な
り
、
使
徒
１
５
章
の

エ
ル
サ
レ
ム
会
議
で
は
、
指
導
者
と
し
て
「
異
邦
人
を
悩
ま
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
」

（19

）
と
割
礼
を
受
け
る
必
要
の
な
い
こ
と
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
ヤ
コ
ブ
の
手
紙

は
彼
が
書
い
た
も
の
で
、
全
教
会
に
対
す
る
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
使
徒
ヨ
ハ
ネ
の

兄
ヤ
コ
ブ
は
既
に
ヘ
ロ
デ
王
に
殺
さ
れ
て
い
ま
す
（
使
徒
１
２
・2

） 

先
週
、
母
マ
リ
ヤ
が
自
分
の
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
心
に
留
め
、
思
い
巡
ら
し
て

い
た
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
自
己
中
心
で
す
か
ら
、
自
分
の
思
い

通
り
に
人
に
期
待
し
、
人
を
動
か
そ
う
と
し
ま
す
。
或
は
、
人
を
批
判
し
、
否
定
し

ま
す
。
日
本
の
会
議
で
は
、
成
果
を
出
せ
な
い
人
を
批
判
し
、
指
導
や
降
格
を
さ
せ

る
内
容
が
多
く
、
建
設
的
な
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
議
会
で
も
同
様
で

す
。
そ
う
い
う
人
の
攻
撃
や
批
判
の
会
話
が
多
い
と
、
家
族
で
は
子
供
た
ち
は
結
婚

し
よ
う
と
は
思
わ
ず
、
仕
事
も
し
た
く
な
く
な
り
ま
す
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
滅
び
の

連
鎖
を
繋
げ
て
い
く
の
で
す
。 

子
ど
も
と
言
え
ど
、
親
と
言
え
ど
、
友
人
・
知
人
と
言
え
ど
、
人
の
心
は
わ
か
り

ま
せ
ん
し
、
勝
手
に
心
を
探
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
傲
慢
で
す
。
ま
し
て
や
、
定
義
付

け
た
り
、
裁
い
た
り
す
る
権
利
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

私
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
な
り
、
人
と
迎
合
し
な
く
な
り
、
更
に
は
牧
師
に
な
る
と

言
っ
た
ら
、
親
し
い
人
々
か
ら
批
判
攻
撃
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
の
心
情
、
価
値
観
を

説
明
し
て
も
わ
か
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
放
っ
て
お
き
ま
し
た
。
ダ
ビ
デ
が
、
「
わ
が

子
ソ
ロ
モ
ン
よ
。
あ
な
た
の
父
の
神
を
知
り
、
全
き
心
と
喜
び
の
気
持
ち
を
も
っ
て

神
に
仕
え
な
さ
い
。
主
は
す
べ
て
の
心
を
探
り
、
す
べ
て
の
思
い
の
動
機
を
読
み
取

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
Ⅰ
歴
代
誌
２
８
・9

）
と
諭
し
た
こ
と
を
２
日
に
語
り
ま
し

た
。
息
子
た
ち
の
反
逆
や
愚
か
さ
を
嘆
い
た
末
に
、
ソ
ロ
モ
ン
に
語
っ
た
の
で
す
。 

と
も
か
く
、
イ
エ
ス
様
の
弟
た
ち
は
救
わ
れ
て
忠
実
な
弟
子
に
な
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
日
本
で
は
、
自
分
の
部
下
や
家
族
に
忠
実
さ
を
要
求
す
る
人
が
多
く
お
り

ま
す
。
こ
れ
も
人
に
要
求
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
ら
の
心
次
第
で
す
。
外
面
を
良

く
し
よ
う
と
す
る
と
、
内
面
が
悪
く
な
り
ま
す
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
自
己
満
足
は
あ

り
ま
せ
ん
。
聖
め
は
我
ら
の
強
い
願
い
で
あ
り
、
動
機
で
す
。 

              

「
水
の
バ
プ
テ
ス
マ
」
は
私
た
ち
が
こ
の
世
に
死
ん
で
、
神
の
国
に
生
き
る
こ
と

の
願
い
で
あ
り
、
聖
め
の
信
仰
告
白
で
す
。
イ
エ
ス
様
は
、
「
聖
霊
の
バ
プ
テ
ス

マ
」（5

）
を
約
束
さ
れ
ま
し
た
。
聖
霊
の
バ
プ
テ
ス
マ
は
異
言
の
祈
り
に
よ
っ
て
証

明
さ
れ
る
と
す
る
の
が
我
が
教
団
で
す
。
「
異
言
を
話
す
者
は
自
分
の
徳
を
高
め
ま

す
」
（
１
コ
リ
ン
ト
１
４
・4

）
、
「
私
が
異
言
で
祈
る
な
ら
、
私
の
霊
は
祈
る
」
（
同

１
４
・14

）
と
あ
り
、
聖
霊
の
バ
プ
テ
ス
マ
、
そ
し
て
異
言
の
祈
り
は
私
た
ち
を
内

側
か
ら
聖
め
ま
す
。 

な
ぜ
、
イ
エ
ス
様
の
昇
天
の
後
、
弟
子
た
ち
は
一
心
に
祈
り
続
け
た
の
で
し
ょ
う

か
。
彼
ら
は
、
イ
エ
ス
様
の
弟
た
ち
と
同
様
、
自
ら
の
罪
深
さ
、
弱
さ
、
傲
慢
さ
を

わ
か
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。 

祈
る
か
ど
う
か
で
、
そ
の
人
の
信
仰
深
さ
や
聖
め
が
わ
か
り
ま
す
。
祈
ら
な
い
人

は
、
自
分
の
判
断
、
知
恵
に
従
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
聖
霊
が
導
く
と
い
う
こ
と
を

わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
ま
だ
生
ま
れ
な
が
ら
の
人
で
す
。
祈
る
と
い
う
の
は
、
願

い
事
を
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
に
聞
き
、
神
に
従
う
為
に
は
祈
る
以
外
に

は
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
、
異
言
の
祈
り
は
、
そ
の
人
の
霊
性
を
聖
く
し
ま
す
。 

異
言
の
祈
り
を
長
く
続
け
て
も
、
欲
望
の
祈
り
を
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
そ
の
人

は
霊
性
は
強
く
て
も
、
聖
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
信
仰
生
活
と
は
、
聖
め
へ
の

渇
望
で
す
。
神
の
国
へ
行
け
る
か
ど
う
か
の
約
束
手
形
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
エ
ス

様
が
「
神
の
国
の
こ
と
を
語
ら
れ
た
。
」
（
１
・3

）
の
は
、
罪
に
よ
っ
て
汚
れ
た
り

惑
わ
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
国
で
す
。 

「
信
仰
が
わ
か
っ
た
。
」
、「
真
理
が
わ
か
っ
た
。」
と
い
う
人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
は
救
わ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
救
い
と
は
、
自
ら
の
罪
深
さ
、
自
己
中
心

を
悔
い
改
め
た
人
が
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
悟
り
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
し

て
、
悟
り
か
、
救
い
か
の
明
確
な
区
別
は
、
そ
の
人
が
聖
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か

で
証
明
さ
れ
る
の
で
す
。
祈
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
お
題
目
を
唱
え
る
こ

と
や
願
い
事
の
繰
り
返
し
で
は
、
聖
め
ら
れ
は
し
ま
せ
ん
。 

「
教
会
員
に
も
子
ど
も
に
も
期
待
は
し
て
い
な
い
。
」
と
私
の
信
念
を
言
っ
た

ら
、
怒
っ
た
人
が
い
ま
し
た
。
私
は
、
そ
れ
ら
の
人
の
為
、
祈
り
愛
し
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
に
な
る
か
は
、
本
人
次
第
で
す
。
神
で
も
で
き
な
い
こ
と
を
、
人
が
期
待
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
、
自
己
主
張
の
強
い
人
は
、
殆
ど
救
わ
れ
て
は
い

な
い
か
未
熟
な
よ
う
に
思
い
ま
す
。
聖
め
と
は
、
自
我
を
捨
て
て
い
く
こ
と
だ
か
ら

で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
も
、
人
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
葛
藤

を
、
神
も
抱
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 
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